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研究成果概要 
 今年度は、2006-2008年のSK3データーの解析が行われた。SK2では半分以下だった光

電子増倍管が、SK3では11146本に復旧された。これによって p->ν+K+ の探索の効率は、

SK1と同程度に向上することが期待された。SK3に合わせて、解析ツールの調整が行われ

た。リングを分離するルーチンでは、SK3用に期待光量分布のチューンが行われ、リン

グを正しく分離してp0の質量がSK1,2と同様に組めるようになった。また、K+->π0+π+を

タッグする方法ではπ0の後方40度の範囲の電荷を足し合わせてそれが一定以上大きけれ

ば選択するというカットを用いていたが、SK1とSK2では光電子増倍管の数が違うので共

通の値でカットできず、さらに電荷の値はMCのチューンに依存してしまうという欠点が

あった。これを解消するために、電荷の代わりに物理量のvisible energyを用いること

にした。 

 こうした解析の改善後、SK3でのp->ν+K+探索の効率とバックグランドは、陽子崩壊MC

と大気ニュートリノMCを用いて以下のように求められた。 
 
  モード          効率    Background 
 
  Prompt γ tagging       7.34 %       0.03 events 
 
  π+π0 tagging           6.57 %       0.14 events 
 

これに対して、いずれのモードでもデーターで残ったイベントはなかった。また、K+->

µ+ν のモードでPµスペクトルを利用した方法においても、有意な増加は見られなかっ

た。 

 これらの結果から、SK3 データーのみを用いた場合(31.9 kton year)の陽子寿命の下限

値は、0.56x1033 年、SK1-3 全てのデーターを合わせると（172.8 kton year）、3.3x1033



年という値が得られた。 
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